
５．２ グリース 

 

２－４）  油脂技術委員会の活動 

 本委員会は油脂技術委員会に属し建設機械用グリースを共通化するための規格検討メンバーを平成１４

年１２月に発足し活動を展開している。メンバーは油脂技術委員会の委員とグリース元売メーカから成る。

主な活動内容は以下の通りである。 

 

２－４）－１ 建設機械用グリースの規格（ＧＫ） 

 グリースの分類は、グリースを構成する成分（ベースオイル、増ちょう剤、添加剤）で分類する方法と、JIS 

K 2220 の用途で分類する方法がある。現在、各建設機械メーカは用途分類を基本にしているが必ずしも

JIS に当てはまってはいない。そこで本委員会ではカテゴリーに建設機械用グリースの規格を新たに設け

た。 

 

２－４）－２ 建設機械用生分解性グリースの規格検討（ＧＫＢ） 

 建設機械用グリース（ＧＫ）の規格をもとに建設機械用生分解性グリースについて生分解性、環境毒性の

規格を設けた。基本的な考え方は生分解性作動油規格 検討を基にグリースの必要な記述を追加している。

また、適用箇所についても生分解性作動油に合わせた考え方を採用する。 
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